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Ａ問題 

 

問題１ 登録ダクト基幹技能者の役割に関する次の記述のうち、最も適当なものはど

れか。  

 

（１）  設計者との設計変更の協議  

（２）  部下の教育・育成・指導  

（３）  施工要領書の作成  

（４）  安全衛生責任者の選任・指導  

 

問題２ 管工事の主任技術者の資格要件に関する次の記述のうち、最も不適当なもの

はどれか。 

 

（１）  ダクト施工の実務経験が 10 年ある。 

（２）  ２級管工事施工管理技士の資格を有し、実務経験が２年ある。 

（３）  ２級建築板金技能士（ダクト板金作業）を有し、実務経験が２年ある。 

（４）  高等学校の指定学科を卒業後、ダクト施工の実務経験が５年ある。 

 

問題３ 労務管理計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。  

 

（１）  山積（人工）表を作成し、集中的ロードになるよう計画する。 

（２）  仕事の種類・質により作業員を人選する。  

（３）  現場の特色（工法、規模、仮設等）に合った施工区分を計画する。  

（４）  過去に経験した歩掛りデータを活用し、必要労務量を算出する。  

    

問題４ 工法計画に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。  

 

（１）  コストを優先し工法計画を行う。 

（２）  受注後の早期な工法計画により、主導的な打ち合わせが可能となる。 

（３）  工法計画の検討において、類似物件であれば問題点を抽出する必要がない。 

（４）  仕様書、設計図によって具体的な工法計画とする。 

 

問題５ 施工計画に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。 

 

（１）  工程表作成時は、自社の作業が優先されるよう整理する。 

（２）  資機材は、盗難や紛失に備え、常に在庫の予備を確保する。 

（３）  高温環境場所では、火傷防止対策や墜落防止対策等を行う。 

（４）  火気作業時は、作業完了後および１時間経過後に見廻りを行う。 
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問題６ 工程管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  工程と費用の関係について、直接費と間接費の総費用が、最も安くなる施工速

度を経済速度という。  

（２）  工事の進捗状況に不具合が出たので、工程の組み直しなどの是正措置をとった。 

（３）  各班の作業の関連が明確になるように「バーチャート工程表」を作成した。  

（４）  工程管理は、品質・コスト・安全に深く関係する。  

 

問題７ 下記ネットワーク工程表に関する次の文章中、    に入る語句の組合せと

して最も適当なものはどれか。 

 

 

この工程表のクリティカルパスの所要日数は  （イ） であり、作業工程②→

④→⑥における余裕(フロート)は （ロ） となる。 

 

 

（イ）  （ロ） 

（１）  １７日   ０日 

（２）  １７日   ５日 

（３）  ２２日   ０日 

（４）  ２２日   ５日 

 

問題８ 工程打合せに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  工程打合せで、元請の指示に不適切な点があれば、下請業者としての意見や提案

を積極的に発言する。  

（２）  担当する工事・作業等について、予測される施工上の問題点を把握し、対策の提

案などを準備して工程打合せに出席する。  

（３）  工程打合せに基づいて指示された事項については、作業者から書面により報告

を受けた場合は、実施状況を書面にて確認する。  

（４）  工程打合せにおいては、自社の担当作業について確認するだけでなく、他職の

作業が自社の作業にどう関係するか確認する。  

① ②

③

④

⑤ ⑥ ⑦

A作業 B作業 C作業

F作業D作業

4日 8日 3日

3日 8日 2日

E作業
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問題９ 品質管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  品質管理は、管理者や監督に任せておくのではなく、関係するもの全員が積極

的に参加することが重要である。 

（２）  現場の施工管理における、６つの要素（Ｑ、Ｃ、Ｄ、Ｍ、Ｓ、Ｅ）は、それぞれ

独立しているので、常にこの６つの要素を管理することが重要である。 

（３）  発注者から支給された材料が不適当であると知りながら施工して、欠陥が生じ

た場合は、施工者が責任を問われる。 

（４）  品質のＩＳＯ９０００シリーズは、日常業務との整合が求められたことにより

顧客満足度の向上をもたらす為の規格へ進化している。 

 

問題 10 ダクト工事の品質管理におけるデミングサイクルに関する次の記述のうち、最

も適当なものはどれか。 

 

（１）  Ｐ（Ｐlan）→Ａ（Ａction）→Ｃ（Ｃheck）→Ｄ（Ｄo）のサイクルをデミング

サイクルというが、これを繰り返して継続的な改善を図ることが重要である。 

（２）  ダクト工事におけるＰ（Ｐlan）とは、ダクトの搬入・吊り込みなどの作業手順

の計画立案を行う段階をいう。 

（３）  ダクト工事におけるＡ（Ａction）とは、計画に則してダクトの搬入・吊り込み

作業を行う段階をいう。 

（４）  ダクト工事におけるＤ（Ｄo）とは、不具合を見つけ手順・工法などを見直して

改善策を策定する段階をいう。 

 

問題 11 資材管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。  

 

（１）  資材の現場搬入時期を検討するには、工程表を綿密に検討する必要がある。  

（２）  元請から支給資材がある場合は、支給資材の内容と支給数量や支給時期を検討

しなければならない。  

（３）  使用される資材の概要や各部の納め方について知るためには、施工図および施

工計画書の内容をよく把握する必要がある。  

（４）  見本品が必要な場合には、事前に製作し承諾をえることが必要である。  

 

 

 

 

 

 



令和５年度 第１回 東京会場 登録ダクト基幹技能者講習 講習考査試験 

 

 4 

 

問題 12 作業員の管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  労務計画で重要な作業は、一日当たりの作業量に対して、余裕のある作業人員

を確保する。 

（２）  作業員を適正配置するにあたって、作業員の技能、技術、体調、体質などの個人

特性を考慮する。 

（３）  作業内容により、技能程度や免許、許可証を保有しているかどうかを調査する。 

（４）  作業員の配置には、「適正配置表」や作業の内容を確認する「日々管理表」を作

成する。 

 

問題 13 積算と原価管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  原価管理を行うには、残工事量と予算残額を常に把握しておく必要がある。 

（２）  積算は、設計図から所要資材や労務費その他を過不足なく拾い出して見積書を

作成する。 

（３）  実行予算書の作成では、施工図等で施工数量を再抽出して、見積り数量との確認

を行うことが重要である。 

（４）  工事原価には、現場事務所などの必要な現場管理費は含まれない。 

 

問題 14 ＶＥに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  コストアップにつながるものは、ＶＥ提案ではない。 

（２）  ＶＥは、施工者ではなく、使用者の価値向上を目指すものである。 

（３）  ＶＥ検討で大切なことは、要求される機能（はたらき）を確実に確保することで

ある。 

（４）  必要な機能を低下させる提案は、ＶＥ提案には該当しない。 

 

問題 15 安全衛生責任者に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  混在作業によって生ずる労働災害に係る危険がないか、確認する。 

（２）  作業員が３名以下の場合は、安全衛生責任者を選任しなくてよい。 

（３）  職長が安全衛生責任者を兼務してもよい。 

（４）  安全衛生責任者は、労働災害防止の活動を行うことが期待されている。 
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問題 16 安全衛生管理に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。 

 

（１）  安全衛生管理計画は、会社の方針と元請の方針で作成する。 

（２）  安全作業手順書は、より良い手順やリスクを発見した場合、工事途中でも見直

す。 

（３）  計画（Ｐ）→ 実施（Ｄ）→ 点検（Ｃ）→ 改善（Ａ）は、品質管理の手法であ

り、安全衛生管理には適さない。 

（４）  安全施工サイクルは、全ての現場に共通しており、各業者が毎年作成する。 

 

問題 17 安全施工サイクルに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）  安全衛生管理の進め方として、妥協・黙認・放置しない。 

（２）  作業開始前のＫＹミーティング時、足場の端部で作業しないなどの意見交換を   

した。 

（３）  作業時に不安全な行動を発見したので、職長（安全衛生責任者）に報告した。 

（４）  安全衛生大会は、安全意識を高めるため毎月実施する。 

 

問題 18 たわみ継手に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。  

 

（１）  ファンの振動をダクトに伝えないことが主な目的である。  

（２）  排煙機に使用するたわみ継手は、国土交通省の認定品を使用する。  

（３）  ダクト系の免震継手として使用される。 

（４）  負圧になる側に取り付ける場合は、ピアノ線入りのものを使用する。 

 

問題 19 ダクトに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。  

 

（１）  共板工法に用いるクリップは、再使用することはできない。  

（２）  補強リブ（ひも出し）は、ダクトの振動を抑え、強度を増すために入れる。  

（３）  給気ダクト（ＳＡ）に取付ける点検口は、外開きとする。  

（４）  排煙用防火ダンパの温度ヒューズは、２８０℃のものを用いる。  
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問題 20 再生可能エネルギーに関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。 

 

（１）  再生可能エネルギーは政府が「エネルギー源として永続的に利用することがで

きると認めるもの」である。 

（２）  再生可能エネルギーとして、太陽光、風力、水力、地熱、太陽熱の５つのエネル

ギーが認められている。 

（３）  政府は原発依存度を可能な限り低減させるが、地球温暖化対策の面から「原子

力」を重要なベース電源と位置づけている。 

（４）  政府は 2050 年には「原子力」を主力電源化することを目指している。 

 

問題 21 材料と工法に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。 

     

（１）  体積の低減を行うことで、輸送コストやダクト製作費が低減できた。  

（２）  板厚を低減することで、ダクト取付労務費が低減できた。 

（３）  ダクト製作において、製品・工法のリスクや性能・施工性など検討したが、コス

トを優先し低コストの材料を採用した。  

（４）  屋外仕様の材料変更で、高耐食性メッキ鋼板からステンレスに変更できたので、

コストダウンができた。  

 

問題 22 産業廃棄物に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。 

 

（１）  建設工事においては、発注者は排出事業者として処理責任を負う必要がある。  

（２）  廃棄物処理法は排出事業者が最終的な処分までの責任を持つことを定めた法律

である。  

（３）  産業廃棄物マニフェストの保存期間は３年間である。  

（４）  マニフェストには、発注者、元請業者、数量、処分費等が記載されている。 

 

問題 23 ＯＪＴの進め方に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。  

 

（１）  ＯＪＴで教育指導をする場合に重要なことは、簡単な仕事を継続して行わせる

ことである。  

（２）  ＯＪＴを進める上で重要なポイントは、部下の能力に関係なく、できるだけ  

多くのことを教育することである。  

（３）  ＯＪＴを進めるうえでの教育訓練計画は、対象者によって異ならないように全

社で統一したものとする。  

（４）  ＯＪＴを進める上で教育目標を設定・計画するには、当面、中期、長期と段階

的な目標を掲げる。  
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問題 24 ＯＪＴに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。  

 

（１）  ＯＪＴは集合研修と違い、職場の上司が部下の教育のために、日常の仕事を通

して行う指導教育である。  

（２）  ＯＪＴは、計画的、継続的に出来る教育であるが、反復教育には適さなくフォ

ローアップが出来ない。  

（３）  ＯＪＴを行うことは、職場のコミュニケーションの活性化につながり、良い環

境作りに役立つ。  

（４）  ＯＪＴとは、仕事に直接関係する実践的な教育である。  

 

問題 25 ＯＪＴに関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。  

 

（１）  ＯＪＴは、部下のレベルに合わせた教育が出来る。  

（２）  ＯＪＴは、上司自身の能力開発に結びつかない。  

（３）  ＯＪＴは、全員に同じことを教えることが重要である。  

（４）  ＯＪＴは、職場の知識や技能等の伝承には適さない。  

 

問題 26 建設業法に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。 

 

（１）  特定建設業者は、元請となって4,500万円以上（建築一式工事では7,000万円以

上）を下請に出す場合、監理技術者を置かなければならない。 

（２）  公共、民間工事を問わず、いかなるときも、建設業者は請け負った建設工事を

一括して他人に請け負わせてはならない。 

（３）  特定建設業では、営業所ごとに一定の資格を有する技術者を専任で置かなけれ

ばならない。 

（４）  監理技術者補佐（１級技士補等）を当該工事現場に専任で置くときは、監理技

術者は２つまで工事現場を兼任することができる。 

 

問題 27 労働安全衛生法に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

 

（１）事業者は、労働災害発生の急迫した危険がある場合、直ちに作業を中止し、労

働者を退避させるなど必要な措置を講じなければならない。 

（２）高所作業車の運転者が作業途中で運転位置から離れるときは、最低降下位置ま

で下げなくとも、鍵を抜くことによりその場を離れることができる。 

（３）吊り上げ荷重が１トン以上５トン未満の移動式クレーンは、免許がなくても特

別教育の修了者であれば運転できる。 

（４）元方事業者以外の請負人でその仕事を自ら行うものは、店社安全衛生管理者を
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選任し、現場に常駐させなければならない。 

 

問題 28 建築基準法に基づく防火に関する次の文章中、   に入る語句の組み合わ

せとして正しいものはどれか。 

 

隣地境界線、道路中心線又は同一敷地内における２以上の建築物相互の外壁間

の中心線から、１階では  （イ） メートル以下、２階以上では  （ロ） メ

ートル以下の距離にあるものと建物の開口部とを遮る外壁、そで壁、塀その他

これらに類するもの（  （ハ） ミリメートル以上の厚さの鉄板、ＦＤ等）

は、防火設備とみなされる。 

 

（イ）   （ロ）   （ハ） 

（１）   ３    ５    １．５ 

（２）   ３    ５    １．６ 

（３）   ５    ３    １．５ 

（４）   ５    ３    １．６ 
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Ｂ問題 

 

問題 あなたが経験したダクト工事において、次の設問について解答用紙に具体的に 

   述べなさい。 

  

１．  実施した現場名を記入しなさい。  

 

 

２．  実施した工夫について  

（１）  実施した工夫を次の中から一つ選び、〇印を記入しなさい。  

 

        ・施工方法の提案  

        ・安全管理上の工夫  

    

（２）  なぜその工夫を選んだのか理由を記述しなさい。  

 

 

 

３ .  実施した工夫（選択した項目）の具体的内容と得られた効果について簡潔に  

記述しなさい。  


